
 

令和６年度 新潟市犯罪のない安心・安全なまちづくり推進協議会 会議速報 

開催日時 令和７年２月１４日（金）午後２時～午後３時４０分 

場  所 新潟市役所 本館６階 講堂１～２ 

出 席 者  

委 員 

野口委員  渡辺委員  間島委員   高橋委員  小山委員 

 北山委員  中野委員  小坂井委員  齋藤委員  川上委員 
計１０人 

事務局 
 市民生活部長 市民生活課長  

安心・安全推進室長 同室主査 同室主事  計５人 

議 事 

１ 開会 

２ 市民生活部長あいさつ 

３ 議事 
・事務局説明 

議事(１) 令和６年の新潟市犯罪発生状況 
 資料１ 新潟市犯罪発生状況(令和６年・暫定値)  
議事(２) 第６次推進計画における数値目標の達成状況 
 資料２ 第６次推進計画における数値目標の達成状況 
議事(３) 第６次推進計画の重点取り組み事例等 
 資料３－１ 新潟市における重点取り組み事例 
 資料３－２ 第６次推進計画取組状況 

 

・主な意見要望等 
 子ども体験型安全教室は本当に効果があるのか。後ろからいきなり襲

われた時や言葉巧みに騙されて連れ去られる場合に対応できないと

思うので、今一度見直しを図ってほしい。 
 文字が小さくて読めないという高齢者向けに、LINE 広報にて動画を

用いた広報を行ってほしい。 
 各区における防犯啓発イベントが 10 月に開催が集中しているが、年

1 回ではなく複数回継続的に防犯イベントを開催してほしい。 
 LINE 広報など SNS を用いた広報は高齢者まで周知が届かないこと

が多いため、ゴミカレンダーとタイアップした広報など幅広い世代に

周知できる方法を模索してほしい。 
 防犯に関する市民向けの実態把握アンケートを行ってほしい。 
 青色防犯パトロール活動団体が利用できるガソリン代助成制度があ

る場合、団体へ制度周知をしてほしい。 
 老人クラブや地域の茶の間へ特殊詐欺被害防止に関する講演を行っ

てほしい。 
 高齢者世代は固定電話の利用率が高いため、防犯機能付き電話機の支

給を検討してほしい。 
 闇バイトが絡む強盗対策について啓発に取り組んでほしい。 

 



 

 近年問題になっている「グルーミング」などの犯罪手法に関する啓発

を行ってほしい。 
など 

４ その他 

５ 閉会 

報  道 株式会社新潟日報社（1 人） 

傍 聴 者  なし 

 


